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Abstract 


A nine month old female was found to have hereditary enamel hypoplasia at 
ABCC clinic, Nagasaki, in 1953. Subsequently, eleven out of 34 members examined 
in this kindred were found to have enamel hypoplasia in three generations. consistent 
with an autosomal dominant pattern. The mother of the proposita had, in addition 
to the enamel hypoplasia, multiple bony anomalies of the both hands which was 
considered to be congenital in nature. No other members of the family had such 
apparent hand anomalies. Her children, however, showed minor bony changes. 

One of the cousins of the proposita was found to be phenylketonuric, in addition 
to having enamel hypoplasia. Furthermore, four persons on the maternal side of 
the child with phenylketonuria were found to have had disorders of the central 
nervous system. 

An attempt to find a specific abnormal pattern of free amino acids in the plasma 
and urine of the patients with enamel hypoplasia was unsuccessful. 
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FA t pg AAR EET A 1 家系 内 に 常 染色 症 の 患者 , 手指 舎 形 お よび 精神 障害 を 有する それ ぞ れ 
体 優性 遺伝 疾患 で ある 遺伝 性 エナ メル 換 減 形成 症 の 思 の 患者 を 発見 し 調査 を 行なっ た の で その 成績 を 報告 す 
者 , 常 染 色 体 劣性 遺伝 疾患 で ある フェ ニー ルケ トン 尿 5. 


発端 者 と その 家族 


発端 者 H. E.( 図 | 家 氷 図 有 7 矢印 ) は 原爆 放射 群 の 1 人 と し て 長崎 原爆 傷害 調査 要員 会 (ABCC) に 
能 の 遺伝 的 影響 調査 て Neel & Schull 1956) の 対照 お いて 1953 年 2 月 16 日 に 診察 を うけ た . 当時 月 齢 9 カ 


呈し て いた . 
色 の 歯 を みせ , さら に 
HID). 
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月 の 女児 で 診察 所 見 と し て 乳歯 の 直下 8 AAEN 
その 子 の 母親 (1 5) LEES CER 
両手 指 の 奇形 を 有 し て いた CE 
この 母子 家族 は 長崎 市 内 在任 者 で あっ た が 母 
側 の 家族 は 長崎 県 
29 名 中 11 名 が 異常 晋 を 示し て いた OL] 家 系図 参照 ) 
その うち の 1 人 N.: Y. CND は 運動 発育 遅延 の 
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者 松 浦 都 岐宿 町 に 在住 し 調査 の 結果 


検査 を ら け 正常 


理由 で A BCC で 診察 を うけ た . 患児 は 1959 年 8 月 24 
日 第 1 子 と し て 出生 し , 生 下 時 体重 2900 9 で 正常 生理 
的 黄 癒 を 経過 , 母乳 栄養 で 育っ た . 生後 3 ヵ月 頃 に 歯 
肉 色 が 暗 紫 色 を 量 し て いた こと に 親 が 気づい た と い 
5. tha b5HE 75 HIA EIBOPNDZNIBUZ 
と いち 。1960 年 10 月 27 日 初診 時 の 月 齢 は 14 ヵ 月 男児 で 
身長 77.5cm, 体重 10.2kg で 栄養 状態 は 中 くら いで あっ 
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た . 運動 発育 の 遅延 が か み ら れ 寝 返 え り , 吐い , 座り が 
で き な か っ た . 知能 は ほぼ 正常 と 思わ れ 数 種 の 単語 
発し 周囲 へ の 反応 も 正常 に あっ た . 頭髪 お よび 皮膚 の 
色 は 淡い 色 を 呈し て いた . 湿疹 は その 当時 に は 認め ら 
れず 5 カ ヵ月 後に 出現 し た . 乳歯 (上 4, F4) HUS 
色 を 量 し 他 に 異常 は な か っ た . 血液 一 般 検査 で は 軽度 
の 和 貧血 の ほか に は 著 変 を 認め な か っ た . 血清 梅毒 反応 
陰性 , 血清 中 の フエ ニー ル ア ラ ニン 量 は Paperchro- 
matography 法 に より 約 30mg (正常 4mg% 以 下 ) 
と 第 406 検査 室 より 報告 が あっ た . 展 検査 で は 塩化 第 
2 鉄 液 反 応 お よび Phenistix-test で と も に 陽性 で あ 
っ た . X 線 撮影 で は 胸部 お よび 全身 骨 と も に 正常 で あ 
っ た . 脳波 記録 (長大 病院 精神 科 ) は 正常 波 を し めし 
T. 長大 病院 小児 科 に 入院 させ 低 フ ェ ニ ー ル アラ ニン 
食 餅 に よる 育児 法 を 母親 に 教育 え し よう 試み た が 退 
院 後 家庭 に 帰る と 無関心 の まま 放置 され て し まい 年 齢 
8 年 に 達し た 頃 に は 典型 的 な 痴 愚 の 状態 で あっ た . 

患児 の 母親 は 美容 院 を 父親 は クリ ー ニ ング 業 を 営み 


諾 検 


本 家系 中 黄 褐 色 の 歯 を 有する ゃ も の の 歯 の 切片 (写真 
V) を みる と エナ メル 質 は 全体 に 薄 層 を な し 減 形 成 を 
認め , また X 線 像 で は 乳歯 お よび 永久 歯 の すべ て に 変 
化 を みた ( (写真 W) 正常 歯 (写真 WW) と は 明瞭 に 区 


写真 V エナ メル 換 減 形成 症 の 歯 , UT 
エナ メル 質 の 薄 層 を 示す . 


別 す る こと が で き 遺 伝 性 エナ メル 質 減 形 成 症 の 診断 が 
確立 し た . 

フェ ニー ルケ トン 尿 検査 陽性 者 は 患児 17 の 1 名 の 
み で 他 の も の は すべ て 陰性 を 示し , また 前 記 の 諸 症 状 
お よび 検査 結果 か ら フ エニ ー ル ケト ン 尿 症 の 診断 も 確 
立 し た 


ふつ う の 社 会 生活 を し て いる が 母 側 の 祖 訂 (1 2) fü 
BE (TT) d kou CILIO の 3 名 は それ ぞ れ うつ 
病 , 精神 薄弱 お よび 精神 分 裂 症 と 長大 病院 精神 母 で 診 
断 さ れ 治 療 を うけ て いた こと が ある . また いと こ M 
L) は て ん か ん が あり , や は り 治 療 を うけ て いた < 

この 家系 の 親 た ち は 子 供 が 生後 3 ヵ月 ご ろ に 歯肉 が 
賠 柴 色 に な る と つい で 前 出す る 歯 は 黄 褐 色 で ある こと 
を 経験 的 に 知っ て いた . この 点 に つい て の 確認 は の ち 
に 出生 し た 2 卵 性 双生児 に 観察 する 機会 か あっ た . d 
な わ ち 双生児 の 一 方 の 男児 C200 は 生後 3 ヵ月 頃 に 
KASEKE =L (写真 1) つい で 7 ヵ月 頃 に 黄 褐 
色 の 歯 が 世 出し た (写真). 歯 銀 局所 に は 色調 変化 
の み 認 め ら れ 炎 症 症状 , 浮腫 , 次 痛 な どの 症状 は な か 
っ た 。 他 方 の 女児 CW19) の 歯肉 色 は 正常 で つい で 正 
常 歯 を 昼 出 し た GEN). 

本 家系 の 調査 し えた 範囲 内 に は 血族 結婚 は な い . 1 
2 は 養子 で その 生 家 に つい て は 不明 で ある . 


結 m 


エナ メル 質 減 形成 症 の 歯 の X 線 像 


写真 V 


写真 MW 正常 の 歯 の X 線 像 
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|] 5 の し めし た 手指 の 奇形 の よう な 外観 上 あき ら か 遊離 アミノ酸 油 定 の 結果 ( 表 1) の 結末 か ら は ー 定 の 
< 奇形 を も っ た も の は 他 に いな か っ た だ た. し か し その 子 唄い だ すこ と は で き な か っ た ・. 同様 に 尿 の 遊離 
ども 5 名 の うち 4 名 は 全身 骨 X 線 像 で 軽度 の 壮 淀 を ミノ 酸 測 定 の 結果 (ED も 一 定 の 特長 を 示さ な か 
し めし た . すなわち , |] 7 は lumbosacral level に っ た . 

Fransitional Vertebrae を 8 は L5S に Spina 細胞 遺伝 学 的 検査 を 未 失血 細胞 培養 法 に より 3 に 
bifida occulta Ze, 10 は Carpal Center の dela- つい て 行ない 正常 の 結果 を 得 た ・ 

yed ossification を , 11 は 第 8 指 の Short phalanx 本 家系 の 遺伝 形式 と し て は 遺伝 性 エナ メル 質 減 形 成 
を 示し た . これ ら は いずれ も 軽度 の も ゃ の で 独立 し た 奇 症 は 常 染 色 体 優性 遺伝 形式 を , フェ ニー ルケ トン 原 症 
形 と は みな し が た いも の で あっ た ・ は 常 染 色 体 劣性 中 伝 形式 を が し た ・ 


血液 一 般 検 査 , 生化 学 的 検査 ( 表 1) dS LOUER 


Hereditary Enamel Hypoplasia 


Biochemistry (Serum) 18 August 1968 
, poem tecth | Komal teeth Normal -—: 
H.E. HI 12 H.F. III 13 H.C. III 14 
Total protein | 7.10 6.23 7.20 
Albumin 4.63 4,30 4.90 
Globulin | 2.48 1.98 2.30 
AIG ratio | 1.90 2.10 2.13 
Cholesterol 116 92 124 
Bilirubin 1 | 0.32 0.18 0.30 
Bilirubin 307 | 0.34 0.30 0.37 
Alkaline Phosphatase (SJR) | 10.2 13.2 11.3 
'Thymo! Turbidity | 2.0 Dua 2.9 
C.C.F. (24hr) | — + ー 
Ca (mg%) | 9.1 9.3 9.7 
P ^ (mg) | 4.5 3.8 4.5 
Na (mEq/l) | 149 148 146 
K (mg%) | 4.8 4.2 4.6 
Cl (mg%) | 111 103 108 


表 | 血液 生化 学 了 的 検査 成績 
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表 Doo 血 紫 遊 区 アミ ノ 酸 量 測定 値 


考 


エナ メル 質 減 形 成 症 が 単 一 疾患 と し て 認め られ る よ 
うに な っ た の は Finn (1938) が その ころ まで 漠然 と 
Brown teeth と よ ば れ て いた も の を それ ぞ れ Enamel 
と Dentin の 異常 に 分 類 し て か ら で あ る . 

エナ メル 質 の 形成 過程 に は 添加 期 (Apposition 
stage) と 石灰 化 期 (Caicification stage) と が あ 
り 前 者 は エナメル 芽 細 胞 が エナ メル 基質 (Enamel 
matrix) を 添加 成長 さき せる 時 期 で ある . IADE 
害さ れる と エナ メル 層 は 薄い 層 の まま に と ど ま る 
(Enamel hypoplasia). つぎ に 後者 は 形成 され た 基 
質 内 に ヵ カル シウム 塩 が 沈着 し 硬化 する 時 期 で ある . こ 
れ が 障害 きれ る と 石灰 化 が 不 十 分 な た め に 部 分 的 に 欠 
損 を 生ずる (Enamel hypocalcification), Chandhry 
P (1959) は 後者 の 状態 の enamel 層 の organic 
content は 8.66 多 で 正常 の 4.48 を より も 多く これ は 石 
灰 化 の 停 浅 を 意味 する ふも の だ と 述べ て いる . エナ メル 


ə Enamel hypoplasia 


o Normal teeth 


察 


質 減 形 成 症 に は 以上 の べた 2 つの 原因 に よる それ ぞ れ 
の 型 と それ ら の 混合 型 と が ある (Weinmann 1954), 

エナ メル 次 滅 形成 症 を 起す 原因 と し て は 遺伝 性 の も 
の と 非 遺 伝 作 の も ゃ の と に わけ られ , 後者 に は 栄養 障 
害 , 内 分 泌 障 害 , 中 毒 , 伝染 性 疾患 , 未熟 児 で ある こ 
と , 代謝 障害 な ど が ある GEN Oliver 1983). これ 
ら の うち 近年 小児 科 方 面 で 関心 を も た れ て いる も の に 
Tetracycline に 原因 する も の が ある . この 方 面 に つ 
いて は Wallman (1962), Cohlan (1963), Swallow 

(19684), Ibsen ら (1965), Bevelander (1966), 
Zegarelli (1966) な どの 研究 が ある . 

示 熱 児 に つい て の エナ メル 質 の 変化 は 馬場 (1960) 
に より 報告 きれ て いる . いずれ も エナ メル 質 形成 の 
critical period に 合致 し て 要因 が は た らい て いる こ 
と が うか が を る こと は 興味 深い . 

非 遺 伝 性 テ ナ メ ル 質 減 形成 症 の 一 般 発生 頻度 は 割 
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Hereditary Enamel Hypoplasia 


Free Amino Acid Level (T/cc) in Urine (Gendo) 


3i Jan. 1966 
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| I5 


II7 


Amino acid | Abnormal Abnormal NG Normal 

, ニー ニー ニー Teeth Teeth. Teeth č Teeth 
Valine E ー E 3 
Methionine ー ー — E 
Glycine 136 61.6 20.8 10.04 
Tyrosine 4.42 6.16 2.08 5.23 
Glutamic acid 5.29 i 7.59 
Cystine 18.97 18.45 6.94 9.17 
Leucine 2.24 21.23 0 1.7 
Lysine 7.99 139 1,96 3.28 
Histidine | 1.1 2.86 1.16 0.38 
Isoleucine | ー 0.14 0.02 0.13 
Alanine | 1.87 4.39 1.98 T99 
Phenylalanine | 2.41 0.46 0.06 3.44 
Arginine — — — 0.66 
Aspartic acid = — 0.21 0.74 

X* do Rob XEHE OU i: 7 f& S E 


合 に 高く 広島 ・ 


(Niswander & Sujaku 1959—60) に 
に み ら れ た だ たとい 
つぎ に 違 伝 性 テテ ナメ ル 質 減 形成 


長崎 両市 在住 の 学 章 に つい て の 調査 
よる と 約 80 


2 


症 に つい て の べべ る と 


その 原因 は 不明 で ある . その 症状 の 点 で 非 遺 伝 性 の も 


の と 異な る と 
分 的 に 侵さ れ か 
歯 が か あら われ る 
歯 の すべ て に お 
遺伝 性 エナ メ 
まれ で 辻 
2,900 名 を 調査 し 


Witkop (1957) は 
を 調査 し て 12,000 な いし 14, Qo 1 


(Sas FLT 


・ 人 金井 (1943), AAA (1956), 


Ms に よう り 


AED REJER! 


ころ は 後者 で は 歯 の 1 個 な いし 数 個 が 部 


・ 小 尾 (1961) は 札幌 市 内 


部 


つ そ の 原因 が 除 か れる と ふた た び 正 常 
の で ある が , 前 者 で は 障害 は 乳歯 永久 
よび か つ 思 者 の 全 生 涯 存続 する . 
ル 質 減 形 成 症 思 者 発生 句 度 は きわ め て 
在 年 の 小学 児 意 
て 皆無 で あっ た と 報告 し て いる . 
米国 ミン ガン 州 在住 免 童 64,000 名 
名 の 頻度 で あっ 
お ける 家系 調査 報告 は 椿 
お よび 辻 ・ 小 尾 
いる の みみ で ある . 
"Cit Hal 


2. わが国 に 


な され て し 


dane (1937) が 


Bampton の 報告 し た 


べ て 正常 秋 を 示し て いた こと か ら 
国 の 報告 例 
2 式 を と る も の ! 


dide し た . わが 
i e C6 D E PEEL S 
Schulze に よれ ば エ 

dp 


強度 
in 


E 
異常 


先天 性 


異常 夷 を も つ 父 か ら 生 ま 
E e 


Xo AE 


PEVE ETEESI 
で は 本 報告 例 を も ふぁ くめ て 
まかり で あ 
形成 の 程度 は 
度 に 出現 する と いう (Lenz, 
者 に つい て は この 点 は 不明 で あっ た ., 
本 疾患 の 合 俳 症 と し て 同じ 外 床 葉 


ak. 


ERIT JH A AH 
な わ ち 先天 性 心 疾 患 , 手指 奇形 , XB 


Ape, 嘩 な ど が し ば し ば 認め られ る と いわ れ て いる 
(Reynold 1983) また Robinson & Miller (1966) 
は 本 症 患 者 の 全員 に ちち ぢ われ 毛 の 頭髪 を みとめ た と 報 


し て いる が 本 報告 診 
れ . な か っ た . 


女 の み で 他 の 者 に は その よう な 外観 上 に も 著 明 な 
た だ 彼女 の 子供 5 ZOEY A 


は 認め られ な か っ た ., 
線 検査 で 4 名 に 軽度 の 上 


系 で は その よう な 形 
木 家 系 中 1 5 が 有 し て いた 手指 庁 : 


RP OV PAL. 


を 


に 


e 
質 は みとめ ら 
ZUR 

異常 

X 

し か し これ ら 
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FNV エナ メル 質 減 形 成 症 の 
諸 原 因 , Oliver, 1963 


Reported Causes of Enamel Hypoplasia 


1. Nutritional defects 
a. Rickets 
b. Scurvy 
2. Endocrine defects 
a. Hypothyroidism 
b. Abnormal calcium・phosphorus metabolism 
e.g. hypoparathyroidism 
3. . Hereditary disease 
a. Morquio's syndrome 
b. Amelogenesis im perfecta 
4. Toxic 
a. Kernicterus (from RH incompatibility, 
ABO, etc.) 
b. Drugs (tetracycline) 
5. Infectious disease 
a. "Measles" 
b. Syphilis 


6. Prematurity 
7. Generalized metabolic defects ("nonspecific, 


severe metabolic upset") 


Oliver W.J., Pediatrics 32 : 399, 1963 


は 奇形 と いう 程度 の 高度 の も の な で は か っ た . 手指 奇 
光 と 歯 の 異常 の 同時 存在 が お た が い に 関 連 が ある も の 
か どら か は 判定 し が た い . この 場合 は むし ろ 胎 生 期 中 
に 発生 し た 子宮 内 療 着 に 起因 し た も の で 非 遺伝 性 の 原 
因 に よる の で は な か ろう か と 想像 され る . 

歯肉 色 の 変化 に つい て は 子供 が 月 齢 3 ヵ月 頃 に 歯肉 
全体 が 脂 紫 色 を 呈 し その の ち 黄 視 色 の 乳歯 が 前 出す る 
こと を 親 た ち は 経 験 的 に 知っ て いた . 8192] 2032 
鉄人 性 双生児 で 後者 は 月 齢 3 ヵ月 項 に 歯肉 色 が 暗 紫色 に 
な り , つい で 黄 褐 色 の 乳歯 が 前 出し た . それ に 反し 前 
者 は 歯肉 色 正常 で 正常 の 歯 が 前 出し た ,. この 月 齢 3 カ 
月 頃 に 起 る 歯肉 色 の 変化 と エナ メル 質 減 形成 が 進行 す 
る 時 期 が ほぼ 同じ で ある こと を 考え る と 興味 深い も の 
が ある . すなわち, ヒト の エナ メル 質 は 胎生 6 な いし 
7 週 目 ころ か ら 分化 を は じ め 添 加 期 お よび 石灰 化 期 は 
出生 直後 か ら 約 5 歳 ま で , その うち で も と くに 生後 2 
週 目 か ら 月 齢 10 ヵ月 の 間 に あ る と いう (落合). つま 
り エ ナメ ル 質 形成 の Critical period は 月 齢 3 ヵ月 


頃 に あたっ て お り そ の 時 に あら われ る 歯肉 色 の 変化 は 
な ん ら か の 異変 と 関連 の ある こと を 暗示 し て いる よう 
に 思わ れる . 

ビタ ミン C 欠 乏 症 の 場合 に 歯肉 が 特異 な 赤 紫 色 あ る 
い は リビドー 色 を 呈す る と いら うら EE) し か も その 
ば あい に は 局所 に 腫 服 , 出血 を と も な い 症 候 性 血管 性 
紫斑 病 像 を 呈す る . 本 報告 家系 患者 に は その よう な 症 
状 は 認め られ ず ま た X 線 像 を を くめ 臨床 像 で ビタ ミン 
欠乏 症 の 症状 を 示す も の は な か っ た . 

この 歯肉 色 の 変化 は な に を 暗示 する の で あろ うか . 
局所 循環 障害 に よる も の で あろ うか . 現在 の と ころ 不 
明 で ある . 

遺伝 性 エナ メル 質 減 形 成 症 が 代謝 異常 に 原因 し て い 
る か も し れ な いと いう 考え か ら 患 者 の 血 頑 お よび 硝 中 
の 遊離 アミ ノ 酸 の 1 部 の 測定 観測 を 行なっ て みた が 特 
異な 傾向 は み ら れ な か っ た . 

つぎ に フェ ニー ルケ トン 尿 症 は 先天 性 代謝 障害 に よ 
る 疾患 で 常 染 色 体 劣性 遺伝 形式 を と り ホ モ 接 合体 を も 
つの 場合 に 発症 する こと は 周知 の こと で ある . 本 疾患 の 
発現 頻度 は 遺伝 性 エナ メル 質 減 形 成 症 ほど 稀 で は な 
v. 田中 ら 0961) は わが 国 の 報告 例 17 家 系 中 22 名 の 
思考 を 基礎 に し て 頻度 は 約 7 万 人 に 1 人 の 割 に ある と 
推定 し た . この 了 臨床 像 , 遺伝 学 的 検索 お よび 治療 成績 
に つい て の 検討 は 省略 する . た だ ひと つ ぁ ふれ て お きた 
いこ と は 本 症 患 者 の 家族 に へ テロ 接 合体 の 所 有 者 と お 
も われ る 者 で 精神 神経 の 異常 を し めす も の が し ば し ば 
み ら れ る と いう 事実 で ある . BAPER 0965 は こ 
れ に つい て わが 国 の 症例 を あつ め 報 告 し て いる . それ 
に は 本 家系 例 も 含ま れ て いる . 

遺伝 性 エナ メル 質 減 形 成 症 と フェ ニー ルケ トン 硝 症 
と いう まれ な 2 つの 疾患 が 同一 の 家系 に 見 出さ れ た こ 
と は 理論 的 に は あり えて も きわ め て 稀 な こと に 属す 
5. か つこ の 背景 に は 家族 の 在住 する 地方 に 遺伝 性 疾 
患 の 集積 が ある こと を 示唆 し て いる と 思わ れる . 

本 家系 で 調査 し えた 範囲 内 に は 血族 結婚 者 は みあ た 
ら な か っ た . し か し 長崎 県 丈 に その 離島 の 血族 結 婚 率 
は 全国 的 に みて 上 位 に ある と いう 事情 が ある . 河本 ・ 
Hn (1965) が 長崎 県 離島 地区 巡回 診療 中 に 診察 し た 
小児 の 親 2 45 組 の うち 53 組 (2226). が 血 疾 結婚 者 で あ 
っ た . 

近年 病 的 遺伝 因子 の 疫学 的 調査 が 重要 視 さ れ て きつ 
つ あ る が これ は 集団 が 健全 に 維持 繁栄 を する た め に は 
ぜひ と も 必要 な こと で ある . 
長崎 県 離島 地域 で も この よう な 調査 が 組織 的 に 計画 
され る こと を 望ん で や まな い , 
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遺伝 性 エナ メル 質 減 形 成 症 の 1 家系 の 調査 結果 を 報 
告 し た . 発端 者 は 月 齢 9 ヵ月 の 女児 で その 家族 34 名 中 
11 名 が 3 代 に わた り 維 思 し 常 染 色 体 優性 遺伝 形式 を 示 
し た . また 女子 1 名 が 両手 指 庁 形 を 有 し , 23 DUE 
1 名 が フエ ニー ルケ トン 硝 症 患 者 で あり , 他 の 4 名 が 
精神 神経 障害 を 有 し て いた . 遺伝 時 ヒー ナ メル 質 減 形 成 
症 思考 で は 生後 3 ヵ月 頃 に 歯肉 色 が 障 紫 色 を 是 し つい 


" 


AORE EA Kex 
BRL. 人 類 遺 伝 学 


nul 
n 


で 黄 褐色 の 乳歯 が 毅 出 する こと が 観察 され た . この よ 
ぅ な 甘 状 に つい て の 報告 は いま まで の 文献 に は 見 あ た 
ら な いこ の 時 期 と テ ナ メ ル 質 滅 形 成 が 進行 する 時 期 
と が 合致 し て いる こと は 原因 論 上 興味 深い . 

長 時 県 離島 地域 の 遺伝 性 疾患 の 疫学 的 調査 の 必要 性 
を 強調 し た . 


会 第 5 回 お よ び 第 10 回 総会 H 本 小児 科学 会 第 64 回 総会 に お いて 日 
雑誌 第 13 巻 第 1 号 に 発表 (英文 ) し た . 
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